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１． 本ガイドの位置付け 

 

弊社情報システム開発方法論の「フェーズガイドブック」では、そのアクティビティの中にレ

ビュも盛り込まれている特徴を持つ。本ガイドでは、レビュやテストなどを含む品質管理活

動全体に焦点を当て、メリハリのある品質管理についての考え方とノウハウを提供すること

を目的としている。 

 

 

２．本ガイドの主旨 

 

IT がインフラ化した現在、その品質が今まで以上に重要視されているが、品質が伴わな

いことによるトラブルが跡を絶たない。このようなトラブルの発生を可能な限り未然に防ぐた

めには、品質管理に関する諸活動を全社レベルで実行していく事が必要であり、情報シス

テムの設計・開発に携わる技術者は、モノづくりの原点に帰って情報システムの「品質保証」

を行い、システムの質を高める活動をリードする力が求められている。 

 

そこで本ガイドでは、品質管理の基本的な考え方である源流管理や重点品質に着眼して、

どのようにメリハリのある品質管理を実現するかについて述べている。その特徴は、QFDを応用

して重要要件を捉え、品質を効率的に高めていく事をエンジニアリング的アプローチで実践す

ることである。 

本ガイドのアプローチによって、より的確に重要要件を捉えることができ、何に対してどのよう

に品質保証を行えばいいかが理解しやすくなるはずである。情報システム開発の現場で、本ガ

イドを是非ご活用頂きたい。 
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